
日  本  家  政  学  会

被  服  構  成  学  部  会  誌

第 �� 号

令和 � 年 � 月

































会 務 報 告 

 

１．令和 4年度会務報告 

１）事業報告 

① 総 会 

日時：令和4年5月29日（日） 12:40～13:10  

   開催方法：オンライン形式 

② 令和4年度夏期セミナー 

 「アパレルにおけるSDGsの取り組み 

－アップサイクル・リメイクの実例－」 

  日時：令和4年8月22日（月） 

  開催方法：オンライン形式 

③ 全国中学生創造ものづくり教育フェアへの後援と

『豊かな生活を創るアイデアバッグ』コンクール審査 

  日時：令和5年1月28日（土） 

場所：長野県塩尻市教育センター 

開催方法：zoomを使ったオンラインによるプレゼ

ンテーションの審査 

結果発表（全日本中学校技術・家庭科研究会webで 

公開、表彰式はなし） 

④ 研究例会 

  「日本×海外 フェアトレードの実践」 

  日時：令和5年2月18日（土） 

  開催方法：オンライン形式 

 

２）庶務報告 
① 第1回運営委員会 

日時：令和4年5月29日（日） 

    開催方法：オンライン形式 

(1) 令和3年度事業報告 

(2) 令和3年度会計報告 

(3) 令和3年度会計監査報告 

(4) 令和4年度業計画（案）について 

(5) 令和4年度夏期セミナー（案）について 

(6) 令和4年度予算（案）について 

(7) 部会誌第44号編集（案）について 

(8）その他 

 

② 第2回運営委員会 

日時：令和4年8月3日（水） 

開催方法：オンライン形式 

(1) 令和4年度夏期セミナーについて 

(2) 令和4年度研究例会について 

(3) 部会誌第44号編集（案）について 

(4) 令和4年度ものづくり教育フェアについて 

(5) 総会の出席者数について 

(6) その他 

 

③ 第3回運営委員会 

日時：令和5年2月18日（土） 

開催方法：オンライン形式 

(1) 令和5年度の活動について 

(2) 令和5年度活動助成の申請について 

(3) 令和5年度部会総会について 

(4) 各係の活動報告 

(5) その他 

 

３）会計報告（次頁以降参照） 
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令 和 � 年 � 月 � � 日 発 行

編集後記

コロナ禍での教育活動も�年が過ぎようとしております。今年度もセミナー等すべてがオンラ
イン開催となり、学会活動も未だに制限があります。

年度末および新年度の準備等でお忙しい中、部会誌第��号の編集にあたり執筆にご協力いた
だきました先生方には、厚く御礼申し上げます。夏期セミナーでは「アパレルにおけるSDGsの
取り組み」、また研究例会では「フェアトレードの実践」というテーマで、衣生活教育において
非常に興味深いお話を伺うことができました。これらの内容を踏まえ、新年度に向けての授業等
に活かせるように準備を進めたいと思っております。学会活動も間もなく対面での開催が可能に
なると思われますので、先生方と直接お目にかかれる日も遠くないと楽しみにしております。今
後とも部会へのご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十一）

第��号の部会誌をお届けいたします。先生方にはタイトなスケジュールのなか、原稿執筆に
ご協力を頂きまして心より感謝申し上げます。

今年度の夏期セミナーや研究例会で、ご登壇頂きました先生方からは、とてもエネルギッシュ
で個性溢れるご講演を頂きました。すでに企業で取り組まれているSDGsを、どのように大学教
育に取り入れていくのか、どのように伝えていくべきか、大変参考になったセミナーでした。こ
れから進化をしていかなければならない衣生活教育に構成学部会が一助となれれば幸いです。今
後とも宜しくお願い致します。

（伊藤（瑞））
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